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側
板
（
げ
ん

そ
く
ば
ん
＝

船
の
胴
体
を

形
成
す
る
板

材
）
を
隔

壁
（
か
く

へ
き
＝
船
内

を
仕
切
る

壁
）
で
支
え

る
「
ジ
ャ
ン

ク
船
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま

す
。

　
隔
壁
は
、

水
密
（
す
い
み
つ
）
構
造
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
1
つ
の

船
室
が
水
没
し
て
も
そ
れ
以

上
広
が
ら
ず
、
沈
没
し
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
全
長
34
㍍
、
幅
11
㍍
、
排

水
量
３
５
０
㌧
、
乗
員
60
～

　
次
に
、
複
数
の
部
材
を
組

み
合
わ
せ
て
船
を
造
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
古
墳
時
代
の
こ
ろ
は
、
丸

木
舟
の
回
り
を
板
で
囲
ん
で

波
よ
け
に
し
た「
準
構
造
船
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
全
長

が
12
～
20
㍍
の
も
の
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

　「
船
」の
歴
史

　
最
初
の
船
は
、
丸
太
や
木

の
幹
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
枝

や
ア
シ
の
束
を
並
べ
て
縛 

り
「
い
か
だ
」
を
作
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

連
遺
産
群

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
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ま
す
。

　
日
本
で
見
つ
か
っ
て
い
る

一
番
古
い
船
は
、
京
都
府
舞

鶴
市
の
浦
入
遺
跡
か
ら
発
見

さ
れ
た
５
０
０
０
年
前
の

「
丸
木
舟
」で
す
。全
長
10
㍍
、

幅
１
㍍
、厚
さ
５
㌢
程
度
で
、

外
洋
航
海
も
可
能
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
人
程
度
の
船
で
す
。

　
構
造
は
、
Ｖ
字
型
の
竜

骨
（
り
ゅ
う
こ
つ
＝
船
底
を

船
首
か
ら
船
尾
ま
で
貫
い
て

い
る
構
造
材
）
を
持
ち
、
舷

　「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」が
平
成
21
年
１
月
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
暫
定
リ

ス
ト
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
４
年
、
推
薦
書

提
出
に
必
要
な
資
産
価
値
の

調
査
や
証
明
、
資
産
や
周
辺

環
境
の
保
全
対
策
の
検
討
な

ど
を
実
施
。
現
在
、
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
推

薦
書
を
同
27
年
２
月
に
提
出

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
県
や

福
津
市
と
と
も
に
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
２
月
に
推
薦
書
が

提
出
さ
れ
た
２
件
の
申
請

は
、
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念

物
遺
跡
会
議
）
の
視
察
の
結

果
、「
富
士
山
」
は
登
録
、「
武

家
の
古
都
鎌
倉
」
は
不
登
録

と
勧
告
さ
れ
ま
し
た
。
富
士

山
は
、
今
月
開
か
れ
る
世
界

遺
産
委
員
会
で
登
録
が
決
ま

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、「
富
岡
製
糸
場
と

絹
産
業
遺
産
群
」
は
、
今
年

の
２
月
に
推
薦
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
３
件

を
除
い
た
同
リ
ス
ト
記
載
の

資
産
は
10
件
で
、
そ
の
中
か

ら
、
準
備
が
整
っ
た
も
の
か

ら
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
ま

す
。

　
今
年
か
ら
、
推
薦
書
の
提

出
は
１
カ
国
に
つ
き
年
１
件

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
２
月
に
は
、「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」
と
「
九
州
・
山

口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」

富
士
山
に
続
け

今月、世界遺産登録予定の「富士山」

日宋貿易で輸入された中国の景徳鎮産白磁碗

海の道むなかた館に展示中の宋船模型

　
ま
た
、
沈
没
船
か
ら
は
将

棋
の
駒
や
げ
た
な
ど
、
日
本

人
が
使
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
も
の
が
見
つ
か
り
、
日
本

人
の
船
員
が
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
お
そ
ら
く
、
宗
像
の
海
人

も
、
こ
の
よ
う
な
船
を
操
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
日
宋
貿
易
が
実
施
さ
れ
た

平
安
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ

に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
い
船

を
国
内
で
造
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
と
い
う
こ
と
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
室
町
時
代
の

終
わ
り
ご
ろ
に
な
る
と
、
２

５
０
０
石
（
こ
く
・
約
３
７

５
㌧
）
積
の
大
型
船
も
造
ら

れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
海
の
道
む
な
か
た

館
で
開
催
中
の
春
の
特
別
展

「
色
定
法
師
（
し
き
じ
ょ
う

ほ
う
し
）
と
日
宋
貿
易
」
で

は
、
展
示
室
の
中
央
に
「
宋

船
模
型
」（
蓮
尾
（
は
す
お
）

正
博
さ
ん
作
成
、
福
岡
市
博

物
館
所
蔵
）
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
精
密
に
作
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
当
時
の
航
海
に

思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
化
財
職
員
・
坂
本
雄
介
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
交
流
課

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
）

☎
（
62
）
２
６
０
０

第27回

船
〜
海
に
こ
ぎ
だ
し
た
人
々
〜

　
宗
像
の
人
々
は
航
海
技
術
に
優
れ
て
い
て
、
玄
界
灘
の
荒
波
を
越

え
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
と
の
行
き
来
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

航
海
に
は
、「
船
」
が
不
可
欠
で
す
。
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
活

躍
し
た
宗
像
の
海
人
は
ど
の
よ
う
な
「
船
」
を
使
っ
て
航
海
を
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

竪
板（
波
切
板
）

竪
板（
波
切
板
）

船底（丸木）

隔壁（仕切板）

の
い
ず
れ
か
が
、
推
薦
書
提

出
の
可
能
性
が
高
く
、
同
27

年
２
月
の
本
遺
産
群
の
推
薦

書
提
出
は
、
と
て
も
高
い
目

標
で
す
。

　
市
で
は
、
他
の
資
産
よ
り

も
早
く
選
ば
れ
る
よ
う
に
、

資
産
の
保
存
管
理
、
保
護
す

る
緩
衝
地
帯
の
設
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
全
力
で

進
め
て
い
ま
す
。
最
短
の
計

画
で
は
、
平
成
27
年
２
月
に

推
薦
書
提
出
、
同
27
年
夏
に

イ
コ
モ
ス
調
査
、
同
28
年
夏

に
世
界
遺
産
登
録
の
可
否
が

決
定
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室 

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
）

☎
（
62
）
２
６
１
７

古墳時代の準構造船

筑前沿岸で活躍したテント船と呼ばれる和船

次
第
に
複
雑
な
構
造
の
船
を

造
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
最
終
的
に
は
、
平
底
の
船

底
に
波
が
入
り
に
く
い
よ
う

に
板
材
を
立
て
、
仕
切
板
で

板
材
を
支
え
る
日
本
独
特
の

「
和
船
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
船
に
比
べ
、

格
段
に
安
定
性
が
向
上
し
、

中
国
や
朝
鮮
半
島
と
の
航
海

に
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
構
造
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）
船
が
普

及
す
る
昭
和
30
年
代
ま
で
引

き
続
き
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
宗
像
の
人
々
が

　
使
っ
て
い
た「
船
」

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
宗
像
市

内
か
ら
「
船
」
の
出
土
例
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
私
貿
易
（
遣
唐

使
廃
止
後
に
実
施
さ
れ
た
貿

易
）
が
盛
ん
だ
っ
た
宋
代
の

沈
没
船
が
、
中
国
の
福
建
省

泉
州
（
せ
ん
し
ゅ
う
）
市
で


